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ア・実行委員会の運営体制
❒組織構成
一般社団法人中国旅客船協会
一般社団法人四国旅客船協会
一般社団法人日本旅行業協会
瀬戸内ブランド推進連合事務局(自治体)
7県連合(兵庫・岡山・広島・山口・愛媛・香川・徳島)

上記による実行委員会組織を構成する。事業実施に当たり必要な際は，実行委員会メンバーを追加する。

❒事務局体制
JTB中国四国　広島支店内　瀬戸内プロジェクト事務局
〒730-0814　広島市中区紙屋町2-2-2　
℡082-249-7161　FAX082-542-5011
事務局長　浅谷　聡(瀬戸内プロジェクト事務局長)
事務局　　中島　一晃(中国西営業部)
　　6月～9月(4ヵ月)　藤井亜由香（㈱パソナ派遣）
　　　　　高垣　努　(広島支店)
　　　　　春名勝之　(広島支店)

❒規約
 瀬戸内海の日アート・体験プログラム実行委員会規約
（名称）
第1条 本会は、瀬戸内海の日アート・体験プログラム実行委員会（以下、「委員会」）と称する。
（目的）
第2条 委員会は、アートクルーズ、体験クルーズ等を通じた、瀬戸内海に触れ、感じられるプログラム等を実施することにより、瀬戸内に対する好奇心を喚起するとともに、瀬戸内広域周遊のきっかけづくりを行うこと等で瀬戸内のブランド化を図ることを目的とする。
（組織）
第3条 委員会は、会長、副会長、委員、監事等をもって組織する。
２　会長は、小嶋　光信（中国旅客船協会会長）をもって充てる。
３　副会長は、一色　昭造（四国旅客船協会会長）をもって充てる。
４　委員は、関係機関及び関係団体の構成員をもって充てる。
５　監事は、辻　孝和（日本旅行業協会中国四国事務局長）をもって充てる。
６　委員会に顧問を置くことができる。
（委員等の任期）
第4条 委員等の任期は１年とする。
但し、会員の３分の２以上の同意を得られた場合は継続(３回迄)を可能とする。
（会長及び副会長等の職務）
第5条 会長は、委員会を代表し、会務を総理する。
２　副会長は、会長を補佐し、必要があるときは会長の職を代理する。
（会議）
第6条 委員会の会議（以下、「会議」）は、会長が招集する。
２　会議の議長は、会長をもって充てる。
（事務局等）
第7条 委員会の事務局は、㈱ＪＴＢ中国四国 広島支店内に設置する。
（経費）
第8条 委員会の経費は、参加費、補助金、寄付金、その他の収入をもって充てる。
（会計年度）
第9条 委員会の会計年度は、4月1日から翌年3月31日までとする。
（その他）
第10条  この設置要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

附　則　
この設置要綱は、平成27年4月24日から施行する。




イ・実行委員会の目的
瀬戸内海は太古より海で繋がれ、歴史に名を遺す海の道である。海路の復権は多くの経済的な実りをもたらし、人流を促すことで住む人、訪れる人に新たな知的好奇心を喚起する。国内外に対して目的地としての認知度不足が指摘される瀬戸内7県(兵庫・岡山・広島・山口・徳島・香川・愛媛)を事業エリアとする旅客船協会、旅行会社、自治体が連携し、地域内を往き来する交流人口の拡大とプログラム開発による訪問客の満足度向上に寄与する。また、日本財団のサポートプログラムを活用し、アートクルーズ、体験クルーズ等を通じた、瀬戸内海に触れ、感じられるプログラム等を実施することにより、次世代の子供たちが海を通して学び、共生を図ることを目的とする。


ウ・実行委員会の目標
「本事業の実施によって達成したい状態」
クルーズ船の運航により瀬戸内のアート(歴史資産、歴史建造物、伝統芸能)に触れる機会を創出、また、新たな航路を試験的に運航する事により、新ルート形成、旅行会社への新商品造成を働きかけることとする。
　瀬戸内の体験プログラムについては瀬戸内海を楽しむ重要なファクターとして広域連携で事業者紹介、参加への動機づけ、海との触れ合い機会を増やすことを目標とし、隣接する他地域事業者への連携を促します。
　フォーラムは、瀬戸内での「海の日」を力強く訴求し、地域に対しメッセージを伝える場として各地域持ち回りにて海に関わる事業者、一般参加の聴講者、地域のメディア協力のもと開催する。
「それを達成することで期待できる効果」
2020年東京＋1(地方)に向け、目的地としての選択肢を瀬戸内へ。交流人口の拡大を実現する。テーマ発信による海の大切さや重要性を効果的に認識させる。
「本事業を次にどう活かすか」
2016年瀬戸内国際芸術祭においての迎え入れ意識の醸成、瀬戸内に暮らすことの誇りを感じてもらうと同時にシンポジウム参加により、身近に海を想い、親しむ環境作りに貢献する。


エ・事業内容
①瀬戸内エリア　アート・体験クルーズ
1．　夏期における瀬戸内アート・体験クルーズ
（1）時　期：2015年7月20日（祝）～8月30日(日)　
（2）クルーズ：瀬戸内エリアアートクルーズ体験（試行的旅行商品造成）

❒東エリア(岡山・香川・徳島対象)ルート
①8/30丸亀＝＝藍の館＝＝ひょうたん島クルーズ～～徳島＝＝あすたむランド＝＝丸亀　　　22名
②8/30　新岡山港～直島・宮浦港（家プロジェクト）～犬島（犬島精錬所美術館）～新岡山港　106名

❒西エリア(山口・広島・愛媛対象)ルート
③8/29.30　三原～～尾道・・U3、U2・・尾道港～～百島(アートベース百島)～～鞆の浦(太田家・・鞆の津アート・・・潮待ち港の町並み散策)～～～～～小佐木島アート～～三原～尾道　8/29-41名　8/30-17名


④7/20　松山～～大三島(大三島美術館・・大山祇神社)＝＝宮浦港～～宮島・・島内散策～～松山　31名
⑤8/9防府～～大津島港・・・・回天記念館・・訓練基地跡・・大津島～伊保田港＝＝サザンセト＝陸奥記念館＝伊保田港～～～～～防府　　　76名

（3）対象者：小学生～大人（定員は各コースによる）
広報及び募集は旅行業第3種以上の免許を保有する事業者に委託。催行に向け発地を中心とした地区へ広く訴求を図る。

　成果物
●事業成果物　　
①ツアー催行報告書　A４版　
②ツアー募集チラシ　A４版（合計5種） 40,000部
[image: ][image: ][image: ]











[image: ][image: ]











1

image3.png




image4.png




image5.png




image1.png
i |
L<ILUBRYS
)L —X g





image2.emf

